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ド「るが濃疫が高いために根取毒械は多くなり致死効 るようにしなければならず，クマネズミ，オニネズミ

果があがってし、る。 リ）ように大型のネズミ用の嗚餌には多屈の毒鼠を入

水溶性の殺ソ剤 TbSO,0)ラスク状毒餌を1080と同 れねばならず＾つの難点となる。この毒餌の間題が解

様なJ閾材で各種濃度別につくり，その喫食贔と致死効 決されないかぎり， 1カ所で多量に供かするように，

果をみると第12表のよりである。 毒餌供与料を用いた餌場方法をとらざるを得ない ま

TbSO, ぱ 1080にくらべ毒性は弱いので，喫食粒数 た，熱帝地方のスコールがあることを考えると，水に

が多いにもかかわらず，摂取毒鼠は致死駄に辻せず、 対し保存性をよくするためにもこの方法はのぞまし

致死効果がf.がっていない。その濃度を 5.61?-o以上に い。また，この方法は人畜による誤食も防げ，かつ管

あげる必要があるが，喫食益の低下をきたし逆に致死 罪上にも便利な点があり， 1080のように 2次被害をお

効果0)低ドをまねきそうである。 こす恐れのある殺ソ剤毒餌の使用にも都合がよい。

不溶性殺ソ剤 Zn,P2の小麦粉のみのラスク毒餌の効 沖縄の甘庶畑で，遅効件殺ソ剤 Warfarinに毒餌供

果をみると，第13表0)ようである C・ ゲ器を用い効果を上げている、点を考えると， Warfarin

晶餌の喫食量は少ないが濃疫が高い，J)で致死効果を を毎日連続微贔づつ食べさせなければならぬが，それ

もげている，しかし，体菫の重し、オウオニネズミの結 にともなう雨に対する保存と施与管哩の点を供炉器を

果は第14表のようになり喫食が多し、にもかかわらず致 用いることにより解決している 0

死効果をあげるにし、fこってし、なし、^ その毎日の毒最は微鼠のため嫌忌性をおこさせす，

大刑のネズミにも致死効果をおさめていかまに餌

薬剤駆除の問題点、 場によって，波状的に）月辺から侵入してくるネズミを

咽内試験でクマ不ズミの致死効果についてみてきた 連続駆除できることなどが，駆除の成功の原因と考え

か， クマネスミの体重はオニネズミにくらべ軽く，致 られる C このような例からも加餌による駆除には施与

死最も少ばし］）で1080はもとより， Zn3P2でも致タビ効 方法も考慮した1—：で．それに即した1昇餌の I:夫がのぞ

果をあけてし、る しかし，大団のオニネズミのように ましし、C

孜夕じ量を多恥こ要する Z叫）2ではラスク状ili餌でも効

果ぱ危ぶまれる Zn,P, を小友粒の表面に命布した占 生態的防除法および天敵

測でぱ，ー／サ濃度が高し、ためか，喫食址1ま低下し致死効 生態的な防除法どしてば，水田O)llll:111'!', 農直の泊J;,11・

呆をあげてし立 I,い をよくし，生息環境を破壊することによりねずみ刀侵

'k際に野外て毒餌をりえるときに，もど＇とも便利な 人をかなり防げることがわかった、ヘ

圧去ぱバラま：方法であるが，ネズミにまとまって出 犬敵としては，鳥類では，ワ乞クカなとの猛怠類

叫を多恥こ担販させることがむづかしし、C したが、ぅ ！爬虫類では各種のヘビが多く U)ねずみを捕食してし、る

：、バラ手ぎ毒餌でぱ'1粒リ）占餌；こ致死駐をふくませ ハが認められた、
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クイ国ハネズミこ関する研究ぱ，、:<、蚊五にパ

閲始されにもハで，これまで乃研究は FAO,1_1 Rodent 

Control Con,ultant Jl Dr. H. R. Shuylerと米穀局iよ

術部似護研究訓練七ンタ--の Dr.Sawart Ratanawo 

rabhan によろ慨話的な謁杏資料が報告されてt,; てパこ

過きなし、 こ｝）資料によ・;,し稲 /1い）ネスミ被';I;- は'/(〈~

科を恰：,1120 ~40'もに逹する，9 』, どヽi、）れてし、る
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今同の研究ぱ，ネズミ駆除に関する店礎資料を得る この点からネスミ類に対し，米，米粉，小人扮，

LI的で、野外および室内実験を行な）た。 トウモロコシ粉，さらに添加物として糖塁ラード，

トウモロコン油，大豆泊はとを片Ji.,, 各柾］〉配介試検

中央，南タイの稲作地帯およひ貯蔵庫におけ を行t;:った鮎果， Rattus,Bandicota八，ずれら米和

るネズミの分布種類 か最も好支れ，囁加物としてば塘一気， 1、ウモロコソ泊

1970年 8月， 9月，中央平野O_)稲作地鬱および貯蔵 が好まれと＾

軍における）711書種を調査するため， Suphanburi,Chai--

nat. Lopburi, Phetchaboon, Pitsanulokeで，生抽金網 ケーキ状毒餌による殺ソ効果試験

抽ソ器とはじきわなな｝廿し、た結果， Rattus rattus, 現在，北詢辺で使用これてし、る燐化rlJi鉛およひ硫酸

R. exulans, R. argentiventer, Bandicota indica, タリウム方阿（！粋り用鼠約 ()_jg殺ソ斉い合布昌

B. bengalensis. ,Wus caroliり 3屈6種が抹集され，

こ〇うち稲作地帯では Rattus rattus, R. argenti-

venterと Bandicota2種により，貯蔵庫では Rattus

rattusと R.exulansによる被害が著ししことが判明

二，｝）分布調府の際，ゎtcに用し、る fli[U)咄如’を謂介ず

る！こめ，魚，野菜，果物ばどを用し、たが，その嗜好順

位は地区的に差が認められた。このことはネズミ rJ)牛

息閲椅および繁殖活動による食物選択性に関係がある

ものと考えられた。

またこの時期の稲作の被古状況は Phetchab<ionで，

完熟期に近し、ものが，地際の根晶から食害され，激胄

地ては7090以卜の被害が観察された。こり）被甚ぱ加‘；芹

伏況から Bandicotaindicaによるも!/)と推察されに。

南 Thailandの分布種類は明らかにすることがでぎ

:かったが， Rattusrattus, R. norvegicus, R. ar-・ 

gentiventerが採集され， 加古期は12月から著ししヽこ

こが，研究協力者の一人である Mr.Prajong ,JぅそJ)後

ヽ調杏で明らかにされたC

ネズミの米および水の 1日当り摂取量

ネズミの加害状態また毒餌謁製の際の大ぎさなとハ

椙礎資料を得るとめ，上記の調杏結果からり最も著し

し加害柿につし、て，室内飼育実験を行なった3

こゾ）実験結果， Bandicotaindica は平均体屯約

180 g (f共試個体10匹）で，米,,8.7 g水 60cc, B. ben 

galensis平均体重約 280gで米 20g水 28cc, Rattus 

rattus平均体翫約 85gて米 18g水 l:'iccであり，

Bandicota indicaはその摂阪琺が極めて大きしヽことが

忍められた

毒餌基材の嗜好試験

不ズミ駆除のため占餌を使用する場合，殺ソ剤を合

有させる）因材の質およひ鼠り良告が，駆除効果に大含

、：影墨［する

写真 l 飼育室

写真2 殺鼠剤による致死実験

写真 3 ネスミの巣穴
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Rattus. Bandicotaとも 10粒では死亡せず，効呆が九

し、ことを認めえ、一

これらの集材ii)嗜好抄よびrli.餌効果試験の結果， ク

イ直に店げる稲作地料:o)ネスミ駆除に対し，燐化卯鉛

快斉ljを用し、ることにより，ある程I羹駆除効呆をあげ

得る-一(ピが甘寮された＾

八お詞育による繁硝実験を Rattusrattus, R. ar 

gentiventer, Bandicota indica, B. benぼalensis-! 袖

につし、て，創育ケージおよびコンクリートホノトでfl

な 1 に結果， B.indicaを除き， 3韮J刀〉緊ダ1/¥に成功し

写真 4 ネズミによる被害状況 左 こ J) 成功はネズミり）生活窄間芦よび~~箱U)投リペ

よ毒餌直燒リ） l<Jt;)につし，て，そ〇殺鼠効呆につし， 考慮し亡ことに，.tるものと息われる，9

て，宝内訊験を行なった。 以い）試験研究をさらに推退し，野外に認げる(『l体

こJ)結果，燐化,fti鉛製剤では Rattusrattus 2平立以 訂生懇を究明し，経済的，効呆11勺心駆除仏確いこ，今

J:, Bandicotaでは 3粒以卜喫食すると， l8時間以内 後とも」し 1吋研究を迎める必嬰があな

こ死亡することが認められたが，流酸タリウム製剤は

日本型米およびインド叫］米のパーボイ）レの処理の比較
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されに 1%8年 (Rabiseason) 1>1□ 日本刑米（合出：—;
号，台中6;iり）とイント刑米 (S-70] J ;;) 3点を試馳

駐在期間： 1969年 6 月 ~•l!:!71年 6 月

研究協力苦： H. S. R. Desikachar 

インドにおし、て古くからハーボイルトライスリ）製造 試験方法

が行なJ.,れてし、る。この処雌の結果，飯り粘着性は減 原料米の詞化開始温度は浸出水ハ温度を決りこ 王

少して硬さが増し，ベラバラした触感を与えるように 要な要囚り一つであるつ先す各粉末試料につし、てアミ

;~(り，インドの什民は好んでこれを食するとし、われて ログラフ（後出）によりそJ)測定を行な,,, iこくう台rH、}

し、：ぃ更にハーボイル処理の結果＾，精米力II「:,n際に脱 号ぱ67.;iしヽ 、台中65りは 70、5℃ 及び S-701は 7S,II ( 

｛？が容易となり，砕米の発生が減少ずるとし、ぅ利点が てあ ⇒た これらの糾呆をもとに，次にi匁米J)吸水、こ

も汗られる。インドで行なわれてし、るその丁兎州は，靱 及ほず文氾水の温度と没泣時間J)心杉響につし、て検叶か

米を頃に水に 2~3 日浸泊した後，蒸煮，乾媒，粕米 行なった」且11ち温度 6:i土0.l℃ 及び 70士o.1°cに設定

する存米法と熱水に :-i-4時間浸｛責した後，蒸煮，乾 した水槽中に試料籾米を浸泊し， 30分から 4闊間主で

燥，梢米する改艮社、とがある.-インド印米につし、ては '.D分毎に採販し，そ U)水分含闊，膨潤籾の比率， i::hi

これ支でか左り研究が行なわれてし・ るがい"・ 日本町1. ;Jくりヨ--卜澱粉望已反応を凋へfこ 上記試験り粕足

米に")し、ては少なし、い）』＇、そこで改艮仏により，日本 没泊温度は70:C, j, ふ古1尉間：｝廿．『臣］＼＇か適‘りであるこ

咽米とイント刑米のハーボイル処罪□比較試験をir匁 な詑め，こり条付び）もとにl1f温伯昴水槽,1,に試料I匁米

しヽ，併せて現地人によろ~, 本型米のハ-—ボイルトライ 1ぅkgを没いした後，水切り＇と卜分に if!こし、，オートク

スJ.l嗜好性につし、て検討を行なった… レープにて 100:c,1)蒸気で 5分から60分まで数段，})間

こ用し＼たや

隔で燐煮を行なうた，：，また， /Ji!£+/長貨］）効呆をみるこふ

こ 1.5Ib,in2 oJ卜， Ei分及び3:l分りI衣点処刑をイ］［せて

行な→ ；しこれら之）処丑H籾は日 11夜て卜分乾燥し］三羹
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